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研究紹介

ペロブスカイト太陽電池に関する取り組み

１．初めに
ペロブスカイト太陽電池は、現在最も注目を浴びている太陽電池の一つです。日本発祥のペロブスカイ

ト太陽電池は、世界中で研究が進み発電効率はわずか十数年で飛躍的に高まっており、結晶シリコン太陽
電池に代わる新たな太陽電池として期待されています。ペロブスカイト太陽電池は発電効率が非常に高
く、室内ではシリコン太陽電池よりも高い発電効率を示します。また、フレキシブルなフィルム基板を用
いることで、有機太陽電池のように軽量･フレキシブルになる点や、塗布･印刷による製造が可能となりま
す。このような特徴から、ペロブスカイト太陽電池はウェアラブルデバイスに適した電源となる可能性を
あると考え、ウェアラブル機器への実装に適したペロブスカイト太陽電池の開発を目指し、ペロブスカイ
ト太陽電池の作製技術やウェアラブル製品への実装方法について研究を行っています。

２．主な研究内容
ペロブスカイト太陽電池の作製方法には、スピンコート

法を用いています。材料となる溶剤を基板に滴下した後、
基板を回転することでその遠心力により溶液を薄くのばし
不要な分を飛ばし、基板上に薄く均等に溶剤を塗布する方
法です。図 1のように順番に異なる材料を積層することで
太陽電池が作製できるため、ペロブスカイト太陽電池の研
究でよく使用されています。本研究では、基板表面に透明
電 極 と し て 酸 化 イ ン ジ ウ ム ス ズ
（ITO：Indium Tin Oxide）が製膜されているフィルム
基板を使用し、電子輸送層には酸化スズ（SnO2）、吸光
層 に は ハ ロ ゲ ン 化 メ チ ル ア ン モ ニ ウ ム 鉛
（CH3NH3PbI3）、正孔輸送層には spiro-OMeTAD
（2,2',7,7'-テトラキス-(N,N-ジ-p-メトキシフェニルアミ
ン)-9,9'-スピロビフルオレン、C81H68N4O8）、電極は金
を蒸着してペロブスカイト太陽電池を作製しました。作製
したペロブスカイト太陽電池（図2）の評価にはソーラー
シミュレータ（XES-155S1:㈱三永電機製作所）を用い
て、1000W/m2の照射強度、AM1.5（日本付近の緯度の平
均的な太陽光スペクトル）の条件で試験を行っています。
サンプルの I-V 特性（図 3）は、開放電圧（Voc）が
0.91Vと論文等で報告されている値と近い値となりました
が、発電効率は実用化に向けてはまだ改善が必要です。

３．今後の展開
発電効率の向上を目指すとともに、作製したペロブスカ

イト太陽電池を布帛へ実装する方法についての検証を行っ
ていきます。

図 3 試作品の I-V 特性

図 2 試作したペロブスカイト太陽電池

図 1 スピンコートによるペロブスカイト
太陽電池の作製手順
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機器紹介

金属材料試験機の紹介

金属材料試験機は、JIS Z2241「金属材料引張試験方法」に準拠した引張試験や、JIS Z3122「突合せ溶接継手
の曲げ試験方法」に準拠した曲げ試験を行うことが可能です。金属材料の引張強度、破断伸びの測定、曲げ試験
による突合せ溶接継手の健全性の評価に利用できます。引張試験時には、ビデオ式伸び計で試験片のひずみの測
定が可能で、破断までの応力-ひずみ曲線を測定できます。また、広い試験空間を利用した圧縮試験も行えます。

金属材料試験機の外観 引張試験 曲げ試験

＜メーカー・型式＞
株式会社島津製作所 UH-F500kNX

＜仕様＞
・最大負荷容量：500kN
・試験片つかみ歯：丸棒用φ12～30mm、

平板用0～30mm
・圧縮試験用耐圧盤寸法：φ120mm
・テーブルサイズ：幅650mm×奥行650mm
・最大圧縮間隔：800mm
・型 曲 げ 治 具：t6mm、t9mm、t10mm用

＜主な使用例＞
金属、樹脂、複合材料の引張・圧縮試験、突合

せ溶接継手の曲げ試験

引張試験片（上：試験前、下：試験後） 応力-ひずみ曲線

SUS304の引張試片の写真と測定した応力-ひずみ曲線を示しています。測定した応力-ひずみ曲線は、SUS304
の塑性加工シミュレーション等にも利用できます。本機器を使った測定にご興味がございましたら、お気軽にお

問い合わせください。

担当者 ： 機械・金属部 金属加工研究グループ 研究員 山口太一 (専門分野／計算力学）
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機器紹介

摩耗強さ評価試験機の紹介

織物、編物による衣類は日常生活で多くの摩擦作用を受け、摩耗されることで強さや機能性が低下します。こ
のような摩耗による生地の破れ易さや、表面の毛羽立ち、変色等の外観変化の起こり易さを評価する方法として、
JIS L 1096（織物及び編物の生地試験方法）では、評価対象や評価項目に応じて A 法から F 法までの試験方法が
規定されております。
本試験機では、そのうち A 法（ユニバーサル法）で規定されている織物、編物の「衣類着用時の摩耗」を評価

することができます。測定方法としては、台に固定した試料に研磨紙、屈曲バーを押圧した状態で多方向、往復
摩擦を行うことで、摩耗強さ、摩擦変色性を測定します。織物、編物の製品への適用部位によって平面、屈曲、
折目いずれかの摩耗項目を選択でき、治具を交換することで1つの試験機で3種類の摩耗試験が可能です。

＜メーカー、型式＞
インテック株式会社 AR-1

＜仕様＞
対応規格：JIS L 1096 織物及び編み物の生地試験方法

8.19 1 摩耗強さ及び摩擦変色性摩耗強さA（ユニバーサル形）法
測定対象：平面摩耗（A-1法）

織物及び編物の衣類着用時の肘、膝、脇、尻
屈曲摩耗、及び摩擦変色性（A-2法）
織物の衣類着用時の膝、肘

折目摩耗（A-3法）
織物及び編物の衣類着用時の袖口、襟、ズボンの折目

測 定 部：往復ストローク：25㎜
往復速度：125回±5回/分

空気圧力（試料垂直方向）：27.6kPa
押圧荷重（試料にかかる荷重）：2.23～5.56N
引張荷重（屈曲バーにかかる荷重）：8.90～31.14N

本試験機を使った評価にご興味がございましたら、お気軽にお問い合わせください。

担当者 ： 化学・繊維部 繊維研究グループ 研究員 伊與寛史 (専門分野／複合材料）

試験後の資料外観（点線部が試験箇所）
（左から）平面摩耗、屈曲摩耗、折目摩耗

平面摩耗（A-1法）

摩耗強さ評価試験機の外観 摩耗項目別治具の外観

折目摩耗（A-3法）

屈曲摩耗（A-2法）
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研 究 者 紹 介

大気圧プラズマ処理による

表面改質技術

機械・金属部
眼鏡研究グループ
主任研究員 小林 真
（専門分野：表面改質、金属分析）

大気圧プラズマ処理技術は、物質の第４の状態とい
われるプラズマを大気中で発生させ、目的基材に照射
することで基材表面の物性を向上させる技術です。基
材の濡れ性向上や接着性向上などの表面改質効果が期
待でき、様々な用途で用いられている技術です。
近年、環境負荷の軽減に向けた化学物質の規制やリ

サイクルを見据えた新素材の開発などを背景に、大気
圧プラズマ処理技術は、接着剤や溶剤の使用量を軽減
することが期待でき、環境負荷が少ない技術として改
めて注目が高まっています。
当所が保有する大気圧プラズマ処理装置は、パルス

アーク放電式のプラズマノズルと３軸ロボットを組み
合わせており、プラズマノズルを X-Y 方向に駆動する
ことで最大 510mm×510mm の面への処理が可能で
す。また、プラズマ処理ガスには空気以外に、窒素、酸
素、アルゴンなどを用いることができるため、特定の
処理ガスによる機能性付与などの検討が可能です。
その他、開発した新素材の成分分析（蛍光 X線分析

や ICP 分析、金属材料ガス分析装置）やプラズマ処理
後の機能性評価機器（接触角測定、引張試験）、耐食性
評価機器（複合サイクル試験、キャス試験機）などのご
相談も対応可能です。

新素材の開発や機能
性の付与、加工条件など
についてご検討の際は、
お気軽にご相談くださ
い。

装置外観

プラズマ処理の状況
※XY 方向にノズルを
駆動させて処理

プラズマ処理後の濡れ性
（上側：プラズマ未処理）
（下側：プラズマ処理）

電子機器の電磁両立性(EMC)

試験について

新産業創出研究部
宇宙技術研究グループ
主事 千代 大河
（専門分野：電子デバイス）

私は、電子機器から発生する電磁ノイズの測定・評
価を行う電磁両立性（EMC）試験を担当しています。
電子機器には「他の機器に影響を及ぼすような電磁

波ノイズを出さないこと」（エミッション）と、「ある程
度の強さの電磁波ノイズを受けても動作に影響されな
いこと」（イミュニティ）を両立することが要求されて
います。この 2 つを両立することを「電磁両立性」と
言い、電子機器に要求される電磁両立性は、国際規格
や地域規格で定められています。
電磁両立性の主な国際規格として、CISPR規格があ

ります。CISPR規格では、電気用照明やマルチメディ
ア機器、車載機器などの製品群ごとに規格が定められ
ており、実施する試験内容や試験対象となる周波数条
件が異なります。
一方、地域規格として、日本では電気用品安全法や

電波法による法規制、VCCI 協会による自主規制があり
ます。また、アメリカでは FCC規制、欧州（EU）では
EN 規格など、地域ごとに法規制が定められているた
め、電子機器を海外に輸出する際には、輸出先の EMC
規制を満たす必要があります。地域規格は国際規格で
あるCISPRを引用していることが多いですが、地域規
格独自の試験もあるため、注意が必要となります。

近年、スマートフォンや IoT 機器など、電波を使用
する電子機器の利用が増加し、5G（第 5世代移動通信
システム）などの高速通信に対応するため、電波の高周
波帯域化が進んでいます。それに伴い、EMC規格の改
定や新規格の制定など、電子機器に対する EMC要求は
ますます厳しくなっています。
当センターでは、令和６年２月に電波暗室とエミッ

ション測定装置を更新し、従来の電波暗室では対応で
きなかったGHz帯域のエミッション測定が可能となり
ました。また、ソフトウェアによる自動測定を行うこと
で、CISPR や VCCI などの規格に準拠した測定を実施
することができます。
機器使用や試験条件の検討などでお困りの際は、お

気軽にご連絡ください。

電波暗室（五面電波暗室） エミッション測定システム
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トピックス

超小型人工衛星の製造拠点化の取り組み

１．福井県民衛星「すいせん」
福井県では、産学官金が協力して宇宙産業に挑戦しています。
令和３年３月には、県外企業の協力も得て、県民衛星「すいせん」の打上げに成功しました。現在運用中で

「すいせん」が撮影した画像データを定期的に取得し活用しています。

２．超小型人工衛星試験設備
福井県では、超小型人工衛星の製造拠点化計画に必要な、宇宙の特殊環境に対する信頼性試験を行うことができ

る試験設備を、工業技術センターに整備しています。

大動変位振動試験機 大型電波無響室
ロケットの振動に耐えら
れるかの試験

加振力：35kN
最大速度：2.4m/s
振動周波数：5～２KHｚ
最大搭載質量：600kg

地上と通信できるかの試
験

無響室内寸：幅3.6m
×奥行8.9m×高さ2.6m

シールド性能：-80dB以上
測定距離：5ｍ
QuietZone：直径1m

熱真空試験機 クリーンブース
真空中で高温から低温ま
で動作可能かの試験

真空容器：内寸φ1.6m
真空度：10-4Pa以下
冷却方式：ヘリウム冷凍機
加熱方式：ハロゲンランプ

（5方向）

衛星の組立や内部確認の
際の汚れ対策

清浄度：クラス10000
大きさ：幅10.8m×奥行6m

×高さ4.9m（全高5.1m)
付帯設備：デシケータ２台、

500kgクレーン１基、
監視カメラ４台

３．超小型人工衛星の製造拠点化
福井県内の製造企業と大学等で構成する「ふくい宇宙産業創出研究会」（会員数

79社・機関（R6.12））を中心に、超小型人工衛星の開発・製造実績を蓄積し、製
造の拠点化を目指しています。

（主な超小型人工衛星の開発実績）

研究会では、今後も引き続き、県内企業の宇宙産業への参入に向けた研究開発等を支援していきます。
ぜひ研究会へご参加ください。

概要 目的 打ち上げ時期

ルワンダ共和国初の通信衛星 農作物の観測等 R1.9打上済

水を推進剤とする試験衛星 長寿命化テスト 同上

複数の機能を搭載した衛星 衛星の機能向上 R4.11打上済

複数のカメラを搭載した衛星 運用技術習得 R7.1 打上済

開発した超小型人工衛星
（約 10×10×30cm）
提供：セーレン㈱

担当（研究会事務局）：福井県工業技術センター新産業創出研究部宇宙技術研究グループ牧野、岸本、千代、上出
(公財)ふくい産業支援センター オープンイノベーション推進部 ネットワーク推進室 松井
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「工業技術センター研究成果展」開催報告

福井県工業技術センターでは、県民の皆様に工業技術センターの業務と研究内容について知っていた
だき、より身近な施設として活用していただくため、最新の研究成果や開発技術をご紹介する「工業技
術センター研究成果展」を福井県立図書館、小浜商工会議所、敦賀商工会館にて開催しました。

＜工業技術センター研究成果展＞
１．日 時
【嶺北会場】
令和６年１２月２６日（木）～１２月２８日（土）

２６日 １０：００～１９：００
２７日 ９：００～１９：００
２８日 ９：００～１６：３０

【嶺南会場】
令和 7 年 2 月２５日（火）～２月２８日（金）

２５日 １０：００～１７：００
２６日 ９：００～１７：００
２７日 ９：００～１６：３０
２８日 １０：００～１６：００

2．場 所：【嶺北会場】福井県立図書館 エントランスホール

【嶺南会場】小浜商工会議所 ３階ホール前エントランス

（令和７年２月２５日（火）～２月２７日（木））

敦賀商工会館 ６階ホール

（令和７年２月２８日（金））

3．内 容：工業技術センターの研究成果紹介（６テーマ）
① 超小型人工衛星の製造拠点化
② リサイクル炭素繊維と熱可塑性樹脂のブレンド射出成形技術
③ ケミルミネッセンスアナライザーによる樹脂材料の評価
④ 瓦坏土の配合予測に関する研究の紹介
⑤ 機械学習を利用した構造解析シミュレーションの高速化に関する研究
⑥ 眼鏡フレーム端材を活用した防災・防犯用笛の開発

展示場ブース全景（県立図書館）

各種研究成果

−7−



令和７年度一般公開のご案内

福井県工業技術センターは、令和7年4月17～19日、最新の研究成果発表および新規導入設備の実演・展
示、専門分野に関する技術講演会等の行事を通して、最先端の科学技術を紹介する一般公開を行います。
研究成果発表は、工業技術センター内でのリアル参加のほか、オンラインでの参加も可能です。
また、一般県民の皆様にも最新の技術を知っていただくため、期間中の土曜日（4月19日）もセンターを

公開し、小学生・中学生の皆様が様々な科学技術を体験できる科学技術体験コーナーも開設します。
この機会に是非ともご来場くださいますようご案内申し上げます。

福井県工業技術センターニュース Ｎｏ.１６０ 令和７年３月発行
編集・発行 福井県工業技術センター 企画支援部

〒910-0102 福井県福井市川合鷲塚町61字北稲田10

Tel：0776-55-0664 Fax：0776-55-0665

E-Mail：kougi@pref.fukui.lg.jp URL：http://www.fklab.fukui.fukui.jp/kougi/

日程 ４月１７日（木） ４月１８日（金） ４月１９日（土）

9:00～10:30 B206多目的実習室
研究成果発表(機械･金属部) 

9:00～10:00 B206多目的実習室
研究成果発表(新産業創出研究部)

10:00～16:00 センター内
科学技術体験コーナー

10:45～11:00 B206多目的実習室
研究成果発表(建設技術研究部)

10:15～10:45 B206多目的実習室
研究成果発表(化学･繊維部)

13:30～15:30 B206 多目的実習室
機器利用講習会
(音響インテンシティー測定装置)

10：30～11：30講堂
３Dプリンタを活用した

モノづくりセミナー

10:30～11:30 講堂
福井県繊維技術協会総会・表彰式

13:30～14:30 B206多目的実習室
化学分析装置を使った基礎セミナー

13:00～16:20 講堂
令和 7年度繊維学会北陸支部
学術普及講演会(有料)

13:00～16:30 講堂
ふくいオープンイノベーション推進機構
設立 10周年記念講演会

13:00～16:45 講堂
TES (繊維製品品質管理士)会
北陸支部講演会(有料)

実演
展示

9:00～17:00
福井県工業技術センター：研究成果・機器設備等の実演・展示
(公財)ふくい産業支援センター：ふくいオープンイノベーション推進機構設立10週年記念技術展
INPIT 福井県知財総合支援窓口：特許や商標登録等に関する支援や相談（17日、18日）

25.03.18570

表紙写真：試作したペロブス
カイト太陽電池

☆環境への配慮から、ご来場につきましては、できる限り公共交通機関を利用してください。
また、止むを得ず自動車で来られる場合には、アイドリングストップにご協力ください。

（本誌掲載の写真・記事の無断転用を禁じます。）

県からのお知らせ（毎月１日、１５日）

新 聞

県の施策や事業、イベントなどの最新情報を分かりやすくお知らせしています。

広報誌

朝だよ！ハピネスふくい（FBC）
（毎週日曜 7:00～7:30）

輝け！ふくいチャレンジャー（福井テレビ）
（第１・３土曜 17:00～17:15）

はぴチャンネル（30 秒 CM）

福井県広報広聴課からのご案内

LINE「福井県」

X（旧ツイッター）「福井県広報広聴課」

フェイスブック「ほやほや福井」

フェイスブック、ユーチューブ

「おいでよ！ふくい」（県外向け）

インスタグラム 「insta_fukui」（県外向け）

テレビ SNS

インターネットでも情報公開中！

詳しくは

広報広聴課 HP まで

ラジオ

ふくいチャレンジ通信（FBC ラジオ）
（毎週月・水・金曜 10:20～）

（第３・５土曜 10:35～）

FM 県政スポット（FM 福井）
（毎週金曜 8:45～）

ＮＥＷＳふくい（第４日曜発行※偶数月はデジタル版のみで発行）

アプリ「Catalog Pocket（カタログポケット）」

「マチイロ」で配信中

研
究
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果
発
表
・
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